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1　は　じ　め　に
あの忌まわしい太平洋（大東
亜）戦争が終結してから 70 年が
経過した．戦争は何もかも破壊し
尽くし，多くの人命や財産を奪っ
た．しかし失ったのは人や物だけ
ではない．多くの動物たちもその
犠牲になった．その対象動物は戦

時下という状況から，徴発され軍事利用された軍馬や軍
用犬，軍用鳩だけを連想しがちだが，実は献納運動の犠
牲になった犬猫たちや，“猛獣処分”された動物園の動
物たちが天寿を全うすることなく殺害された．また人体
実験で有名な満州の 731 部隊の実験の犠牲になった多
くの動物たちも同じであろう．戦争の被害にあった動物
たちの話題は，これまでたびたび多くの先人たちの手に
よって，出版物やテレビ・映画など形を変え報告されて
いる．このたび，終戦 70 周年を迎えるにあたって，獣
医師の立場で戦争の犠牲になった動物たちを振り返って
みようと考えた．
今回は昭和 18 年の「戦時猛獣処分」の真の目的が何
であったのか，そしてその目的を達成できたのか，今一
度検討してみた．当時関係者さえ誰も知り得なかったで
あろう全体像について調査した．すると殺処分方法は，
薬物の投与並びに銃殺・感電死または餓死など，地域や
動物差があること，全国で 150 頭を超える猛獣類の犠
牲があった事実などが判明した．そして二度とこのよう
な悲劇を繰り返さない意味において，その結果を報告し
たいと思う．

2　動物園非常処置要綱
太平洋戦争が間近に迫った昭和 16 年 7 月，東京上野
動物園は陸軍東部軍司令部の要請に応じて『動物園非常
処置要綱』を作成して提出した．空襲などの非常時にお
ける猛獣対策として軍部に報告する必要があった．上野
動物園がそれに従って，その 2年後の昭和 18 年より猛
獣の殺処分を実施したことで，全国各地の動物園に波及

していった．要綱によると飼育動物の危険度に応じて対
処するよう指示してある．殺処分の方法として硝酸スト
リキニーネ（以下，「硝酸スト」という）やシアン化カ
リウム（以下，「青酸カリ」という）などの薬物を使用
するのを基本とし，動物別にその致死量が別紙に記載さ
れていた．ただし余裕のない場合は“銃殺”することを
定めた．しかし実際にはそれ以外の方法でも殺処分され
ている事実が，記録や証言より明らかになった．また動
物を危険度に応じて第1～4種まで細かく分類してあり，
第 1 種として熊やライオン・トラ・バイソンなどがあ
り，第 2種にはキリン・ワニ・イノシシなどが列記して
あった．

3　国内各動物園における非常処置
現在日本国内において動物園と呼ばれる施設は 90
園を数える（2008 年 10 月当時）．しかし，昭和初期の日
本に大型肉食動物などいわゆる“猛獣”を飼育していた
動物園の数は 10 あまりと限られていた．それらの動物
園において「戦時猛獣処分」がどのように実行され，ど
れだけの数の猛獣たちが処分されたかを可能な限り調査
した結果を報告する．動物園の順序は東より西に向かっ
て記載し，創設順や規模の大小順ではない．宝塚や栗林
のように廃園となって，現存しない動物園もある．また，
京都動物園の元飼育係長の小島一介氏の戦後 50 年目の
調査報告（小島一介：京都動物園の元飼育係長の小島一介氏
の戦後50年目の調査報告，朝日新聞，夕刊，平成7年7月15日．

以下，「小島調査」という）で，今回（70 年目）の調査と
比較検討してみた．さらに戦時下において日本の統治下
にあった地域の動物園と動物園以外で飼われた猛獣につ
いても書き加えた．

（1）仙台市動物園（現・仙台市八木山動物公園）［1, 2］
昭和 19 年 3～5 月に殺処分が実施された．3 月 2 日
に市議会で処分が決まり，シロクマ 2頭，クマ 4頭，ヒ
グマ 2頭，ライオン 2頭，ヒョウ 1頭，トラ 1頭が銃殺
された．5月 19 日に処分した動物たちの慰霊祭が執り
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行われている．計 12 頭（小島調査：シロクマ・ライオ
ン・トラなど 12 頭）が処分された．
（2）上野動物園（東京都恩賜上野動物園）［2-5］
昭和 18 年 8 月 17 日～9 月 23 日の間に猛獣処分が行
われた．殺処分した動物の死体は，陸軍獣医学校へ運び
解剖された．薬殺の際，おもに硝酸ストが使用されたが，
実際はそれだけで死に至った動物は少なかった．その理
由は毒物を混入したエサを食べなかったり，薬の量が少
な過ぎて容易に処分できなかったためと考えられてい
る．とにかく明確な体重を測定困難な猛獣の場合，致死
量は推定によるしかなかった．計27頭（小島調査：ホッ
キョクグマ・ライオン・ゾウなど 27 頭）が処分された．
以下，表 1を参照．
（3）井の頭動物園（井の頭恩賜自然文化園）
昭和 18 年 9 月 18 日に慰霊法要が行われたので，猛
獣処分されたのは 9月 2～17 日の間と思われる．ホッ
キョクグマ 1頭，ニホングマ 2頭，ラクダ 3頭の計 6頭
（井の頭自然文化園ホームページ　http://www.tokyo-zoo.net/

zoo/ino/histor y.html）（小島調査：ホッキョクグマ・ニ
ホンツキノワグマの 2頭）が処分された．
福田［3］の著書には「昭和 19 年 12 月 17 日　晴　
井之頭文化園よりキリンの死の報を聞く」とあるが，時
期的にいわゆる猛獣処分とは異なると思われる．燃料費
の節約が叫ばれる中，季節的に考えて凍死か，食糧事情
の悪さから餓死などの衰弱死もあり得るので，処分の数
には入れていない．
（4）甲府市立動物園（現・甲府市遊亀公園附属動物園）
甲府市の資料［6］には処分したと記載されていたが，
当時の関係者（園長）の親族が「動物たちの処分はな
かった」と否定した．
（5）小諸市動物園（長野県）
小諸市の資料［7］には処分したと記載されていたが，
市史の内容が証明されず不明．
（6）名古屋市東山動物園［2, 8, 9］
昭和 18 年 11 月 4 日～12 月にかけて処置された．ヒ
グマ（薬殺）がパンに含ませ食べた直後死亡．使用した
薬剤は硝酸ストと思われる．同日，ライオンは，毒薬を
入れた肉を食べさせようとしたが，拒絶したため 4人が
かりで首に鋼鉄製のロープをかけ，ウィンチを使って絞
殺された．さらにヒョウ 2頭，トラ，クマ 2頭，ライオ
ン 2頭及びツキノワグマとホッキョクグマ 7頭が銃殺さ
れた．計 17 頭（小島調査：ヒグマ・ライオンなど 9頭）
が処分された．
（7）豊橋動物園（現・豊橋総合動植物園）
猟友会による射殺の新聞記事があった（豊橋動物園由

来記 6，東海日日新聞，昭和 45 年 9 月 4 日）．動物の種や数，
処分した日などの詳細がわからず不明．

表 1　東京都恩賜上野動物園における動物の非常処置

処置された動物 非常処置法など
（薬殺：硝酸スト
リキニーネ投与，
「　」内は愛称）

名称 性別 年齢 体重＊

ホクマン 
ヒグマ 雌   3 歳以上 ─ 薬殺（3gを甘藷

に混入）

ニホンツキ
ノワグマ 雄   9 歳以上 ─ 上記同様

ライオン 雌   8 歳 116.6 薬殺，皮晒

ヒョウ 雄   1 歳以上 ─ 薬殺，剝製標本
（高知市），「八紘」

チョウセン
クロクマ 雄 15 歳（推定） 130.0 薬殺，皮晒

ホクマン 
ヒグマ 雄   6 歳（推定） 129.5 服薬，槍で刺殺，

解剖，皮晒

チョウセン
クロクマ 雌   3 歳 54.4 服薬，刺殺，皮晒

ニホンツキ
ノワグマ 雌 20 歳（推定） 82.5 絶食後，ロープで

絞殺，皮晒

ライオン 雌 16 歳（推定） 119.5 絶食，服薬，槍で刺
殺，「カテリーナ」

ライオン 雄 16 歳 115.3 絶食後，薬殺，「ア
リ」

トラ 雄 20 歳（推定） 96.0 薬殺，皮晒

チーター 雌 15 歳（推定） 32.9 薬殺，剝製標本

ホッキョク
グマ 雌 20 歳（推定） ─ 飢餓死，剝製標本

か皮晒

クロヒョウ 雄 12 歳（推定） 30.8 薬殺，剝製標本

ヒョウ 雄 11 歳（推定） 38.9 薬殺，皮晒

ガラガラ 
ヘビ 不明 不明 ─ 刺・絞殺，埋没

ニシキヘビ 雌   4 歳以上 38.9 絞・斬殺，皮晒

ヒョウ 雌 11 歳（推定） 39.6 服薬失敗，ロープ
で絞殺，剝製標本

クロヒョウ 雌 12 歳（推定） 27.4 上記と同様，皮晒

マレーグマ 雄   9 歳（推定） 48.8 薬殺，剝製標本

ホッキョク
グマ 雄 20 歳（推定） 252.8 絶食後，絞殺

アメリカ 
ヤギュウ 雌 19 歳以上 ─ ツルハシで撲殺，

皮晒，骨格標本

ゾウ 雄   9 歳以上 ─ 絶食後，餓死，皮晒

アメリカ 
ヤギュウ 雌   4 歳 ─ 撲殺，皮晒

ゾウ 雌 ─ ─ 絶食後，餓死， 
「花子（ワンリー）」

ゾウ 雄 ─ ─ 絶食後，餓死， 
「トンキー」

＊体重：kg　─：不明

（8）京都市記念動物園（現・京都市動物園）［2, 10, 11］
昭和 19 年 3 月 12 日，第 16 師団の参謀長より猛獣の
処分命令が発せられた．表 2の動物たちがその犠牲に
なった．計 14 頭が処分された．
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ライオン 3頭，トラ 1頭，ヒョウ 1頭，ホッキョクグ
マ 2頭（以上，絞殺）．アカグマ 1頭，ニホングマ，ラ
イオン（絞殺）．ヌクテ（チョウセンオオカミ）1 頭，
ハイエナ 1頭，ディンゴ 1頭，子ライオン 3頭（以上，
薬殺・絞殺），ニシキヘビ 2 頭（薬殺）の計 17～20 頭
（「神戸　明石大空襲　11」，神戸新聞，昭和 35 年 2 月 6 日）（小
島調査：ライオン・トラ・ヒョウなど 14 頭）が処分さ
れた．
（12）高松市栗林公園動物園（現・廃園）
昭和 19 年に猛獣類が処分されたが詳細は不明．4月
12 日の朝日新聞によると，京都から疎開したヒョウ
（雌）が脱走し射殺された（香川洋二：祖父と父から学んだ
こと，市民 zooネットワークニューズレター，35，10-11

（2013））栗林公園（高松市）．昭和 20 年春から初夏にか
けてライオン 1頭を射殺．当時の香川園長が直接射殺し
た事実を，その孫が証言した（香川日日新聞，昭和 19 年 4
月 12 日）．計 1頭（ヒョウは猛獣処分の頭数に入れない）
が処分された．
（13）小倉市到津遊園動物園（現・到津の森公園）［14, 15］
昭和 18 年 9 月，クマ（薬殺）．ハイエナ（日本刀に
て刺殺）．ゾウはサーカス団に譲渡するも朝鮮で殺され
たらしい．ライオン（雄）は自然死．トラは疎開目的の
運搬中列車内で死亡した．計2頭（小島調査：クマ1頭）
が処分された．
（14）福岡市動植物園（現・福岡市動物園）［16, 17］
（「動物の慰霊祭」，西日本新聞，昭和 19 年 6 月 7 日）

昭和 19 年 6 月 6 日，ライオン 2頭（雄，雌），トラ，
カバに対して処置が行われた．翌 7日犠牲になった動物
たちの慰霊祭が行われた．計 4頭が処分された．
（15）熊本市動物園［18, 19］
昭和 19 年 1 月～秋口ごろにトラ 3頭，ライオン 2頭，
ニホングマ 2頭，ヒグマ，アカグマ，マレーグマ，クロ
ヒョウ，ヒョウ，オオカミ 3頭が電殺により処置された．
昭和 20 年 4 月 27 日，インドゾウ（雌）「エリー」（電
殺）．エリーはただならぬ気配を察知したのか高電圧の
プールに警戒し作戦失敗．やむなく飼育係が電気の通じ
た棒の先にカライモを付けて，口に押し込み感電死させ
た．10 種計 16 頭（小島調査：オオカミ・ヒョウ・ゾウ
など 17 頭）が処分された．
新聞には昭和 20 年 6 月 5 日にヒョウを 1頭処分し計
17頭だったとの記載があった（「エリーの命日を教えて！」，
毎日新聞　熊本版，昭和 63 年 8 月 13 日）が，記念誌［18］
には書き加えられていない．また元飼育員の金澤氏の著
書［19］の中で 9 種 17 頭と書き記したが，ゾウのエ
リーを加えると明らかに 10 種になる．

（9）大阪天王寺動物園［2, 11, 12］（「猛獣類は処分　天王
寺動物園でも」，朝日新聞，昭和 18 年 9 月 4 日）

昭和 18 年 9 月 4 日～19 年 3 月 15 日にかけて，以下
の動物に対して薬殺処置が実施された．チョウセンオオ
カミ（雄，雌），ヒグマ（雄，雌），ライオン 8頭（雄，雌，
性別不明を含む），ヒョウ（雌），ブチハイエナ（雄），
ホッキョクグマ 4頭（雄），ピューマ（性別不明），ニホ
ンツキノワグマ（雄，雌），ブチハイエナ（雌），シマハ
イエナ（雄），トラ（性別不明），ツキノワグマ（雄），
またヒョウ（雄）1頭が絞殺された．さらにヒマラヤク
マ（性別不明），ニシキヘビが処分されていると思われ
る（小島調査：ライオン・ホッキョクグマなど 26 頭）．
死体は一部を剝製標本・晒皮標本とし，残りは丁重に
埋葬したと記録にある．剝製標本は毎夏戦争展で，戦争を
繰り返さないように陰の証人として出展されている．
（10）宝塚動植物園（現・廃園「宝塚ファミリーランド」）
［2］
昭和 19 年 3 月 5 日，処分は行われたが，動物の種・
処分方法の詳細は不明（神戸新聞，昭和 18 年 9 月 19 日）．
（11）神戸市立諏訪山動物園（現・神戸市王子動物園）
［11, 13］（「猛獣よ極楽往生あれ　諏訪山動物園」，神戸新聞，
昭和 18 年 9 月 19 日）

昭和 19 年 7～9 月ころ，以下の動物に対して処置が
実施された．

表 2　京都市紀念動物園における動物の非常処置

処置された動物 非常処置法など
（薬殺：硝酸ストリキニー
ネ投与，「　」内は愛称）名　称 性別 年齢 体重＊

ヒグマ 雄 13歳 ─ 発砲するが失敗，翌日絞殺

ヒグマ 雄 23歳 
以上 ─ 上記と同様

ホッキョク
グマ 雄 16歳 

以上 ─ 射撃後，絞殺，「極光」

ハナグマ 雄   9歳 
以上 ─ 射殺

マレーグマ 雌   9歳 
以上 ─ 射殺，「ヤング」

ライオン 雄   7歳 ─ 射殺

ライオン 雌   7歳 ─ 射殺

ニホンツキ
ノワグマ 雌   9歳 ─ 針金で絞殺，「お駒」

ライオン 雄   9歳 ─ 絞殺，「ダイヤ」

スマトラ虎 雄   7歳 ─ 硝酸スト 0， 
5g肉片に混入し薬殺

ライオン 雌 14歳 ─ 薬殺，「朝菊」

アムール 
トラ 雄   2歳 

以上 ─ 絞殺

ヒョウ 雄 13歳 
以上 ─ 絞殺

＊体重：kg　─：不明
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（2）台北圓山動物園（台湾 台北市立動物園）
日本統治時代の大正 3（1914）年の開園で台湾で最も
古い動物園である．以前は円山公園内にあったため円山
動物園の通称で呼ばれた．1986 年に現在地である台北
市文山区木柵に移転し「木柵動物園」の呼び名で市民に
親しまれている．
昭和 18 年 12 月 27 日，クマとヒグマが電殺処分され
たが，頭数は不明である．昭和 19 年末の台湾全土にわ
たり空襲にあい，市政府人員によってクマを電殺した記
録がある（台湾日々新報　1943 年 12 月 27 日）．また昭和
20 年 3 月 3 日に，7 発の銃弾で 2 頭のライオンを射殺
した記録が，台北市立動物園のホームページに記載され
ている．
（3）新京動植物園（中華人民共和国 長春市 現・長春
動植物公園）
昔の満州国の首都である新京（現・長春）特別市に
あった動植物園．昭和 13 年に上野動物園長古賀忠道の
指導により着工し，辞職した仙台動物園長が初代園長に
就いた．古賀はドイツのハーゲンベック動物園の無柵放
養式・北方馴化をモデルにしていたが，完成することな
く昭和 20 年の終戦を迎えた．戦争後期に肉食動物を薬
殺し，他の動物は開放した．具体的な動物名は不明（中
華人民共和国札幌領事館職員による現地調査（2010 年同園職

員の呂子華氏に取材））．
（4）張家口動物園（中華人民共和国 河北省張家口市）
開園した年など詳細については未調査．当時日本軍の
占領地だったことから名古屋東山動物園からライオン 2
頭が疎開している．上野動物園とも交流があった記録が
残っている．
昭和 20 年夏季に梅花鹿，オオカミ，ヒマラヤ熊，ラ
イオン，トラ，マントヒヒ，猿，ワニ，鴨が銃殺された
（張家口の園林史料（中国札幌領事館による調査））．

5　処分後の動物たち
・食肉…人への食用，他の動物の餌に用いられた場合も
あった．
・皮革製品…被服廠へ寄贈された記録もあった．
・猛獣解剖…陸軍獣医学校教官（市川収陸軍中佐・農学
博士）より「軍馬戦力増強に與（与）える鍵」と題して，
動物園で殺処分した猛獣の解剖所見と見解が当時の科
学雑誌［11］に載せられている．その目的は見出し
のとおり，猛獣の解剖という学術的に貴重な体験より
も，当時の国勢を優先してか軍馬を中心にした比較解
剖学に有用性を見出そうとしている．調査内容も骨
格・内臓などそのすべてにおいて，つねに馬と対比し
てある点がいかにも戦時色を意識させ，日本獣医学の
近代史を学ぶ上で興味を注がれる．また京都では銃殺
に失敗したクマを解剖し，次に猛獣の急所を確実に狙

（16）鹿児島市鴨池動物園（現・鹿児島市平川動物公園）
［20］（酒匂　猛：動物と動物園の歴史，尚古集成館講座・
講演集 No. 37，尚古集成館，鹿児島）

昭和18年10月6日～31日にライオン2頭，クマ7頭，
ワニ 4頭，ニシキヘビ 2頭，計 15 頭が電殺された．
（17）その他（サーカス団の猛獣たちの処分はどうなっ
たか）（「動物たちの悲劇二度と」朝日新聞 岩手版，平成

20 年 8 月 5 日）

サーカス団の猛獣については，昭和 18 年 10 月 21 日
に大日本興行協会の仮設興行部会に加入している 28 団
体に対して，警視庁より猛獣類については同月 28 日午
前 10 時までに処分するように指示がなされた．自発的
処置だったので，実際に行われたかは不明であった．28
団体が所有していた動物は，合計すると，ライオン 52
頭，インドゾウ 7頭，ヒョウ 8頭，トラ 2頭，ヘビ 58 頭，
クマ 6頭が処分対象となっている．
ほかは未確認だが，1件だけ実行された事例を紹介す
る．岩手県の一関市で昭和 19（1944）年に東北を拠点
に活動していた「黒須曲馬団」のライオン 4頭が，昭和
19 年 5 月 6 日朝，警察署長の命令により射殺された．

今回の調査では日本国内で 150 頭もしくはそれ以上
の猛獣が殺処分されたことがわかった（小島調査では，
計 122 頭の猛獣類が殺処分されたと，戦後 50 年目の平
成 7年に報告された）．ただしこれには甲府・小諸・宝
塚・栗林・福岡・鹿児島の記載がなかった上での数字で
ある．引き続いて国外（日本統治下）の動物園と動物園
以外の猛獣についても調査した．

4　国外の各動物園における非常処置
（1）京城李王職昌慶苑動物園（韓国 ソウル）［21, 22］
明治 41（1909）年，日本が純宗（大韓帝国第 2代皇帝）
の心を慰めるため設けられた動物園といわれる．昭和
20（1945）年 7 月 25 日に動物を処分するように命令が
下る．それ以後，ゾウ・ライオン・トラ・クマ・ヘビ・
ワニなど 21 種 38 頭が処分された．
昭和 18 年から段階的に処分された数は 150 頭にのぼ
るといわれている．東京からの命令があった昭和 20 年
7 月 25 日の夕食に毒薬が混ぜられたとの証言（当時用
務員だったパク・ヨンダル氏）がある．その時の頭数や
内訳など詳細は不明である．また当時の朝鮮半島におけ
る食糧事情は日本本土ほどではなく，猛獣処分はなかっ
たとされる説もある．ただし 1950 年に勃発した朝鮮戦
争時にはそのほとんどが処分されたのは間違いないとす
る説もある．1945 年からわずか 5 年後の 1950 年の内
戦時に，「そのほとんどが処分された」という説につい
ては引き続き調査中だが，隣国にもかかわらず不明な点
は少なくない．
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ス団）もいた．
最も多く用いられた硝酸ストは脊髄の反射興奮性を亢
進させるきわめて毒性の強い薬品であるが，服用直後急
死する動物ばかりではなかった．血を吐いて苦悶の末，
長い時間をかけて絶命した動物も多かったようである．
そのため首を絞めたり殴打するなど，次の手段で死亡を
確実にした．初めから銃殺を行う方がよほど手っ取り早
く賢明のような気がするのだが，それを一貫して実施し
たのは仙台と福岡だった．京都では当初銃による射殺を
執行しているが，途中で薬殺・絞殺に変更している．逆
に名古屋では薬殺を 2頭行った後，すべてを銃殺してい
る．その理由は定かではないが，地域の猟友会などの協
力の有無も含め，より効果的な方法を模索した結果では
ないだろうか．一方，上野・大阪・神戸など都市部では，
周囲に銃声を聞かれ市民に不安を与えたくなかったため
か，単純に武器弾薬の節約か否か，皮晒・剝製標本など
の次の段階まで計算に入れていたのであろうか，今に
なっては不可解な点も多い．
また上野動物園に限らず他の動物園でも，青酸カリと
比べて圧倒的に硝酸ストが多用されている．青酸カリの
方が安価なのに，硝酸ストはやや割高であるにもかかわ
らず，なぜ多く用いられたのかについて疑問である．残
された記録からも決して効能的に“速やかかつ確実な安
楽死”が約束されるわけではない．なぜそのような不適
切な毒薬を使用しなければならなかったのか．当時猛獣
類の安楽死に最適な薬品が見出せなかったのは仕方ない
としても，硝酸ストを混入させたエサを拒絶した動物が
多かった理由は容易に理解できる．
1頭の動物に対して薬殺と絞殺の 2つの手段を用いた
のは，前述したように毒物を与えたが，たまたま致死量
に至らず，やむを得ず第 2の方法を実行しなければなら
なかった場合を意味する．さらに確実な殺処分を行うた
め，まず抵抗力を消耗させる目的で薬剤を使った場合も
あったかもしれない．第1段階で死に至らなかった場合，
早急に次の手段を講じる必要があった．しかし警戒・狂
騒または激しい神経症状などにより，2番目の手技がさ
らに困難になり時間を要した場合があったことも，残さ
れた記録から想像できる．その上動物に苦痛を長時間与
えるのが飼育員にとって何よりも耐え難かったのか，最
初から絞殺を試みる場合もあったようである．いかに動
物たちを苦しませず楽に早く死なせてやろうと努力した
か，当時の関係者の悲痛に満ちた労苦がしのばれる．そ
してその痕跡が今に何を訴えかけているかを想像する
と，動物に関わる仕事に就いた“同業者”として正直や
り切れない．
（3）非常処置を施された動物の実数
この調査で最も困難を極めた点は，やはり各動物園に
おける殺処分を施した正確な動物種と頭数の把握であ

う学習に役立てた．
・骨格標本並びに各臓器のホルマリン標本が作製され，
剝製標本は上野動物園で空室となった猛獣舎に並べら
れた．
・埋葬された場所に慰霊碑を建立した動物園もある．

6　考　　　　　察
（1）動物園非常処置が実施された背景
旧日本陸軍に「動物園の猛獣を殺処分せよ」と命じた
記録は一切ないと思われる．その理由は上野動物園側が
軍の要請に応じて，『動物園非常処置要綱』を提出せざ
るを得なかったからにほかならない．しかし当時の情勢
下では，軍と行政が動物園側に命令したに等しいと判断
される．
大達茂雄都長官（昭和 18 年 7 月 1 日より東京市と東
京府が統合され都政を施行）が猛獣処分を決断した意図
は，「空襲時の猛獣の逃避で国民に危害があってはなら
ない」という大義名分があった．しかしそれ以外にも理
由があったようにいわれている．それは彼が以前勤めた
日本統治下の昭南市（シンガポール）市長時代に経験し
た敗戦都市の崩壊と被災した市民の悲惨さをみて，日本
国民も覚悟をしてほしいと願ったと思われる．そんな心
情的な理由ばかりではない．『畜犬の献納運動』のよう
に，「この食糧難の時代に犬猫にエサを与えるな」，「（犬
猫の）肉と皮は有効に利用せよ」などの世論さえ飛び
交っていた時世である．一切の“無駄”を排除しなけれ
ばならない時代だった．もしかすると都長官は近い将
来，日本の敗北を想定し確信を得ていた可能性も否定で
きない．昭和 17（1942）年 6月のミッドウェーの大敗を
目のあたりにし，首都や主要都市への空爆を予想して，
都民並びに日本国民に「戦火に塗れる」心の準備と覚
悟を喚起したとしても不自然ではない．「国民の戦意高
揚と（空爆被災の）覚悟と準備」を植え付ける意味で，
確かに「猛獣処分」はある程度の効果はあったのかもし
れない．超国家主義における戦時下という非常時と軍事
教育を考慮すれば，もし自分の身に振りかかれば，おそ
らく反抗などできようはずもない．大抵の人が当時の彼
らと同じ行動をとったに違いない．あらためて平和の重
要性を確信する．
（2）動物の非常処置方法について
『動物園非常処置要綱』によると，基本的に毒殺（薬
殺）を勧めているが，実際は絞殺・銃殺などの方法がと
られていたのが多かったようである．熊本・鹿児島では
高圧電流を用いた感電死（電殺）が主流だった．また薬
物で麻痺させ運動障害を来した時点で，ロープを首に巻
き付け絞殺するケースも多かった．中には日本刀で刺
殺・斬殺に至る凄惨な場面もあった．そして同じ銃殺で
も白日市民が見守る中，撃ち殺されたライオン（サーカ
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7　お　わ　り　に
犠牲になった動物たちは「時局捨身動物」という戒
名を付けられ，各地で動物慰霊祭が執り行われた．動物
愛護の観点から，一見現在では考えられないような猛獣
処分も，戦時下で容認された史実をわれわれは決して風
化させてはならない．まだまだ解明されず語られていな
い事実も多いので，この戦後70年を契機にこの分野（近
代獣医学史）における証言や確かな研究が急がれる．戦
後 70 年目を経過した今，平和を祈念して，戦争の犠牲
になった動物たちの冥福を祈りたい．
当時，上野動物園の猛獣たちが殺処分された報道を
知って，全国各地から手紙が寄せられた．その中の一
句を紹介したい．

『来たる世は　人に生まれよ　秋の風』（作者不明）

次に生まれ変わる時は人間になって長生きしてほしい
と，犠牲になった動物たちを憐れんだ句だが，その人間
の方の被害も甚大だった．問題はその源である戦争をな
くさなければ，何も解決しないだろう．そのことを戦前
戦後の上野動物園長を勤めた古賀忠道氏（元陸軍獣医少
尉）も憂いていたと確信する．彼の言葉を借りて最後の
挨拶としたい．

『Zoo is the peace（動物園は平和そのものであ
る）：人の世が平和でなければ動物園は成り立たない．
人の世が平和でなければ，人の愛は動物に及ばない．人
も動物も平和の中でこそ幸福な生活を営むことができ
る．動物園があり，人と動物が身近に交流しうる動物園
という場が栄えるような世の中にしなければならない．』

なお，今回の調査に際して，動物園の歴史等，長年にわたる
貴重で膨大な研究資料を快く提供いただいた北海道札幌市の
三上右近氏に深謝申し上げる．
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の彼らの，命を削るような日々の葛藤と心痛がしのばれ
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